
資本金１０億円以上の企業の役員報酬と
全法人企業の労働者賃金

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1995 2001 2002 2003 2004 2005

万
円

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

倍

10億円以上
企業の役員報酬

全企業の
全労働者賃金

格差

金融労連近畿地協結成を決定

組織拡大・強化めざしスタートを誓い合う

異常な資本と労働の所得の格差
労働組合がたたかいの先頭に
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さざなみネットは、１月および２月の執行委員会にお

いて、全国金融労働組合連合会近畿地方協議会（金融労

連近畿地協）の結成（組織合同）について、討議し、全

員賛成で決定しました。

近畿地方における旧地銀連・銀行労連・全信労の代表

者は、昨年８月に結成準備会を設置、近畿地協結成に向

けて準備を進め、１月に「金融労連近畿地方協議会の発

足（組織合同）について」「規約（案）」等を 発表して

いました。

近畿地協結成によって、７組合６５０人あまりが組織

合同することになります。いろいろ条件はありますが、

共同して金融労働者の生活と権利を守

り、本来の国民と地域に役立つ金融機

関を取り戻すため、合同を力にして組

織拡大・強化をめざしてスタートさせ

ようと誓い合いました。
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賃下げと長時間労働、雇用破壊、増税と社会保障改悪

によって、貧困と格差がかってなく広がっています。今

年の春闘では労働組合がその組織力を発揮して、国民的

なたたかいの先頭に立つことが期待されています。

いま日本で格差が目立ってきた最大の原因は、資本と

労働の所得の格差が異常に不公平になっていることです。

例えば資本金１０億円以上の大企業の役員報酬は、この

１０年間に１４３３万円から２８１１万円へと２倍に増

えています。ところが同じ期間に、全労働者の平均賃金

は３８８万円から３５２万円へと、逆に大幅に減ってい

ます。その結果、大企業の役員報酬と労働者の格差は同

じ期間に２．８倍から８倍にもなっています。（右図）

こうした大資本と労働の格差拡大の底辺で広がるワーキ

ングプアや

深刻な貧困

という異常

な事態を正

すことは、

憲法２５条

に保障され

た生存権を

守る国民的

な大義のあ

る課題です。


